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与論島の“働く”を知る～島のしごとフェア
7月29日に与論町商工会の協力の下，生徒たち

が島内事業所（13事業所）の業務内容等を知る「島の

しごとフェア」を今年度初めて実施しました。

進学希望者が例年９割を占める本校では，上級学

校の担当者を招く「進路ガイダンス」を毎年実施して

きましたが，職業ガイダンスは行ってきませんでした。

卒業後の進路に関わらず，高校在学中に島内事業

所の説明を聞き，与論島の経済や業界の今後を考え

る経験は，大学や専門学校等の在学中に直面する就

職活動等において貴重な手がかりになります。さらに，

必要だと感じながらも，まだ与論島にはない仕事は，

自分たちで創って

いくのだということ

を考え始めるきっ

かけをつくるのも，

このフェアのねら

いの一つです。

参加した生徒からは，「自分が思った以上に島内

の仕事を知らないことを自覚した」「働くことに対する

意識が高まった」などの声が聞かれました。

事業所からは，「業務の説明にPRビデオや実演を

取り入れた事業所もあり，刺激になった」という声をい

ただきました。与論町商工会をはじめ，多くの皆様に

御協力いただきました。ありがとうございました。

第56回文化祭～新たな可能性を発揮
９月３日と６日に第56回文化祭を行いました。

今年のテーマは，「シン・ブンカサイ～最南端から届

けるしまんちゅの快進撃」。台風11号の接近に伴う影

響のため，2日間に分けるプログラムになりましたが，

ステージ部門や展示部

門のそれぞれの場面

で，クラスやグループ・

個人の持ち味と新たな

可能性を存分に発揮す

る発表になりました。

ところで，文化祭の特徴は「非日常性」にあります。

非日常性には学校空間を変える自由度があるので，

日常では生まれないアイディアが実現できます。その

準備の過程では，自分たちがやりたいことを，異なる

意見をもつ友人と

議論し，表現し，創

造し，協働すること

を学ぶとともに，自

分の持ち味を生か

したリーダーシップ

を発揮する場面を

経験することができます。

生徒のみなさんは，文化祭全体を通して感じたこと

や学んだことをキャリア・パスポートに書き留めておく

ことが大切です。文化祭で高められた生徒一人一人

の主体性が，これからの学校生活や学校文化の醸成

につながることを期待します。

ＰＣ端末で授業が変わる③（国語） デジタル社会を生

きる高校生にとって，今やPC端末は，鉛筆やノートと並ぶ

マストアイテムです。文部科学省が推進するGIGAスクール

構想を受け，県教育委員会は今年度から1年生全員にPC端末

を1年間貸与しています。本校におけるＰＣ端末を活用した

各教科等の工夫を紹介します。第３回は国語です。

１年生の「現代の国語」の授業。この日の内容は「わかり

やすく書く」の「作業マニュアルを作ろう」です。「小学校

の食農体験」に参加するボランティアスタッフに向けて，教

科書に示された「資料」を基に

当日の作業マニュアルを作成す

ること。さらに，資料に示され

たこと以外に必要な情報はない

かを考える課題に取り組みます。

授業者は始めにグーグルクラ

スルームで生徒全員にグーグルドキュメントを配布。生徒た

ちは，前時までに学習した「相手が知りたいことを意識して

情報を整理する」ことや，「箇条書きで整理する」「ナンバリ

ングを活用する」など，わかりやすく書くためのポイントを

意識しながら構想を練り，PC端末に向かいます。

授業者のPC端末では，生徒の

入力状況がリアルタイムで把握で

きるので，止まっている生徒には

適宜アドバイスをします。

生徒の一人は，「PC端末での入

力だと，フォントや罫線などを同

時に工夫できるので，どのようにしたらわかりやすくなるか

を考えることに集中できる」と語ってくれました。

課題は次時の授業で完成させた後，グーグルクラスルーム

で共有し，自己評価や相互評価などを行います。

「ブックカフェ」の企画で賑わう図書室
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校長講話から 未知の領域に挑む／ファーストペンギンになる／階段の最初の一段を上る（令和４年９月１日 ２学期始業式）

８月はインターネットのライブ中継で，本校生の活
躍を二つ見ることができました。一つは，２年生６人が
参加した東京大学大気海洋研究所でのサイエンスキ
ャンプの研究成果発表。もう一つは，別の２年生４人
が出場した「うみぽす甲子園」の決勝大会です。
サイエンスキャンプは，大学で行う科学研究の一端

を知るとともに，得られた経験を与論島全体へフィー
ドバックし，これからの社会を担う人材の育成に貢献
することを目的に行う，本校生のための企画です。
一方の「うみぽす甲子園」は，ポスター制作やプレ

ゼンテーションを通じて，高校生が海に関する課題と
向き合うコンテストで，全国から本校を含む14校が
決勝大会に臨みました。
これらは本校生にとって初めての取組です。不安や

緊張は当然あったと思いますが，二つの発表はどちら
も，与論島の海や自然を大切にしていきたいと願う若
者の直向きな姿勢が印象に残る発表でした。
参加した生徒たちは，「ここはこうすればよかった」

「もっとうまくできたかもしれない」など，やり終えた後
に沸き起こる様々な思いはあるでしょう。でもそれは，
挑戦したからこそ得られる感情です。この経験を通し
て感じたことをこれからの学びに生かしてください。
ところで，初めてのことや未知の領域に挑むという

ことに関連して，“ファーストペンギン”という言葉を聞
いたことはありますか。集団で行動するペンギンの群
れの中から，天敵がいるかもしれない海へ，餌となる
魚を求めて最初に飛び込む一羽目のペンギンのこと
です。転じて，その“勇敢なペンギン”のように，リスク
を恐れず初めてのことに挑戦するベンチャー精神の
持ち主を，欧米では敬意を込めてファーストペンギン
と呼ぶのだそうです。
この“勇敢なペンギン”という捉え方について，動物

の生態を書いた本によると，実際には海に一番近い
端にいる先頭集団のペンギンが内側から押されて海
に落ちているのだといいます。これは，天敵のシャチな
どがいないかどうかを確かめるためで，海に落ちたペ
ンギンが無事に浮かび上がってくれば，みな安心して
海に入ります。この行動は，少数の個体を犠牲にする
ことで大多数のペンギンという種を守るための本能
だと考えられています。
確かに一羽目のペンギンは天敵に捕食されるリス

クはありますが，最初に海に入るペンギンこそ最も多く
の餌を得られます。このことから，未知の領域や新し
いビジネスに挑戦する人がファーストペンギンと呼ば
れているのです。
この言葉は何も未開拓の分野に出て行くことだけ

を指すのではありません。行き詰まった現状から新し
い一歩を踏み出す行動も，ファーストペンギン的な行
動と言えます。
このことについて本を紹介します。小粥おさ美さん

お がい み

の『私がファーストペンギンになれた理由』です。小粥
さんは20代で日本を飛び出し，失敗や成功の経験な
ど様々なキャリアを積み，現在は中小企業が輸出しや
すい環境をつくる会社の代表を務めています。

予測が困難で変化が激しいこれからの時代には，
地域や企業，そして日本を元気にするファーストペン
ギンの存在はとても重要であり，正解のない問題に
直面する社会では，ますますファーストペンギン的な
要素が必要とされると小粥さんは明言します。
では，どうすればファーストペンギンになれるのか。

小粥さんは，理想は大きく描いても，「スモールスター
トから始めてみること」が大事だと言います。
スモールスタートとは，すぐ出来ることから始めるこ

とです。事業を始めるにしても，手元に資金がないか
らこそ，人は工夫するものです。逆に環境に恵まれて
いたり，資金があったりすると，創意工夫する熱量は
失われてしまうものです。そう考えると，ほとんどの人
にファーストペンギンになるチャンスがあるということ
になりますね。
この「スモールスタートから始めること」について

は，歴史上の人物も言及しています。1960年代に黒
人の差別撤廃運動を展開した人として知られている
マーティン・ルーサー・キング牧師は，次のような言葉
を遺しています。

最初の一歩を踏み出しなさい。

階段全体を見る必要はない。

ただ，最初の一段を上りなさい。

キング牧師が階段全体を見ようとしていたら，とて
も第一歩は踏み出せなかったと思います。アメリカ建
国の理念は「平等，自由，個人の権利」ですが，それ
は白人成年男性にのみ適用された理念でした。当時
の社会を冷静に見ていたら，黒人と白人が一緒にレ
ストランで食事をしたり，乗り物に乗ったりということ
が実現できるとは到底考えることはできないでしょう。
それでも彼は，「私には夢がある（I have a dream.）」
で知られる演説で，実現したい夢を訴えました。
大きな夢も最初の一歩から始まります。その一歩

は，やがて草の根的に広がり，大規模な運動に発展
します。そしてとうとう彼が夢に描いたような日常がア
メリカ社会に実現するまでになるのです。キング牧師
は単に夢を描いただけではありません。自ら最初の一
歩を踏み出したのです。
まず階段の最初の一段を上ってみる―これは，私

たちの日常生活においても，とても大切なことです。
大きな夢でなくても構いません。例えば，タイトルが

気になっていながら読んでいない本を手に取ってみ
る。なかなか手を付けられなかったレポートを，まずは
一行だけパソコンに打ち込んでみる。そういった行動
によって，日常生活の中から「これは使える」というヒ
ントを見付けることができます。それが階段を一気に
何段も上る手がかりになるかもしれません。
一人一人が自分にとっての階段の最初の一段を

上ってみること。そこから新しい取組が展開するような
２学期になることを期待します。小粥さんの本は図書
室に置きますので，是非手に取ってみてください。
【引用・参考文献】小粥おさ美『私がファーストペンギンになれた理由』
2022年，カナリアコミュニケーションズ／麻生羽呂・篠原かをり『LIFE（ラ
イフ）人間が知らない生き方』2016年，文響社／岩田松雄『「ついていき
たい」と思われるリーダーになる51の言葉』2022年，サンマーク文庫


